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「親鸞と 『大乗起信論』 ──報身・報土の問題を中心に」 、早稲田
大學東洋哲學會第二九回大會（招待講演） 、平成二十四年六月九日、早稲田大学文学学術院三三─二号館二階第一会議室


































































































































大学］ ）第三ユニット「課題・多文化共生社会の思想基盤研究」に所属し、南アジアにおける多文化 宗教 の研究を行う
「多言語重層構造をなすインド文学史の先端的分析法と新記述





























































































































































大学］ ） 第三ユニット 「課題・多文化共生社会の思想基盤研究」に所属し、仏教を中心とした多文化 宗教 の研究を行う。
東洋大学東洋学研究所プロジェクト：東アジアにおける仏教の
受容と変容」 （研究代表者）
































教職課程運営委員／東洋大学東洋学研究所（運営委員・研究所員・ 『東洋学』編集委員）／東洋大学国際哲学研究センター究員／大学院文 研究科インド哲学仏教 専攻主任
〈社会的活動〉








「 「東山法門」と国家権力」 （単著、 『東洋学研究』第四九号、平
成二十四年三月三十日、四〇三～四三六頁）

































中国仏教のあゆみＡ・Ｂ（Ⅰ・Ⅱ部）禅の思想（春学期） （Ⅱ部）仏教を歩く（春学期） （Ⅱ部）宗教をめぐる諸問題Ａ・Ｂ Ⅰ・Ⅱ部乗り入れ）二回
担当















































































去と未来─」 （平成二十四年七月 四 　京ビッグサイト）
岩井昌悟〈論文〉「今は無佛時代か有佛時代か？─佛の遺骨と生きている佛」 （単


























































れに関連するサンスクリット原典あるいは外国語文献の一部を読解することを課題とした。ただしゼミの人数が多いの 、希望の多かった文化班はＡ、Ｂの二つに分けることとし 。哲学班はウパニシャッドの哲学に取り組み、宇宙の根本原理であるブラフマンとアートマン、さら 聖音オームの思想的意義について考察した。文学班は古典サンスクリット文学 戯曲研究をテーマとし、カーリダ サの諸作品や『チャ ゥルヴァーニー』
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橋本泰元インド学仏教学演習③①テーマ「ヒンドゥー教思想研究」②メンバ 　ゼミ長：玉本千幸（三年生） 、副ゼミ長：小林祐太（三年生） 、他四年生九名、三年生（正副ゼミ長を除く）四名、二年生十一名、
③活動報告　昨年度に引き続き、初めの数回で本ゼミの授業の主旨、資料
概説、卒業論文を視野に入れた論文執筆方法などを講義した。今年度は 昨年度と同様、個人研究発表が中心と った。内容はヒンドゥー教の神話と神観念 儀礼、中世バクティ思想、アーユルヴェーダが中心であった。
　個人発表における発表とレジュメの作成など 提示方法も
徐々によくなってきたと思う。しかし 毎年度の反省点と同じであるが、参考資料のほとんどが邦 文献であり、ヒンドゥー教に関わ 原典を読み英文研究資料を批判的に読むという訓練に取り組む試みを行ったが、断続的にしか実現できなかっ 。
　この自主的研究発表と平行して、四年生の卒業論文 中間発
表も授業中に行い、さらに夏期研修合宿にても行った。三年時からの個人ないしグループ発表 継続したこ 起因する 思われるが、今年度の卒論発表もまとまり よく、結果として質の良い論文 多かったと思える。今年度の夏期研修合宿は、新設の河口湖セミナーハウス て九月五日～八日の二泊三日で
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行った。四年生の卒論中間発表で日程が一杯となり、とても充実した、また楽しく夏期研修を行えたと思う。
渡辺章悟①テーマ「大乗仏教の研究」②メンバ 　幹事：鈴木伸幸（四年生） 、 （幹事を除く）四年生七
名（一名休学中） 、三年生七名、二年生一名
③活動報告　本ゼミは大乗仏教の研究をテーマとするが、その分野はイン




























年、凝然の『八宗綱要』 用いて漢文訓読の練習を行ったので、今年は和文の文献を読むこととし、道元 言動を伝える眼蔵随聞記』を輪読することにした。道元の肉声は、偉大な人間の存在をありありと伝えており、魅力的であるし、その言動を通して、その背後にある道元教団のあり方 探ることで、文献を深読みする技術を身 つけてもらいたかったからである。学生たちの様子を見ると この目的は不完全ではあるが、程度達成されたと考えている。
　卒論指導は、授業中の内容発表と研究室での個別指導を随時
















を使用し、学生が和訳を順番に行った。二年生ははじめて同テキストに目を通すこととなっ ので、前年度の要約を用意し解説を行ってから和訳作業にとりかかった。英文 は内容解説が必要だったので 分量 どうしても少なくなってしまうきらいがあった。次年度も引き続きこのテキストを読み進め、内容的にも少しずつ理解を深めていってほしい。秋学期には学生が一人ずつ研究発表を行った。今年度は仏教遺跡・仏像・マンダラなどの美術をテーマとするものの他 インド文学、空思想、またアジアの格差社会等現代の諸問題に関する発表もあり、内容的には多岐にわたった。四年生は卒業研究のテーマに沿って発表を行ったが、卒論作成の進捗状況 個
人差が大きく、それが最終的な卒論の出来につながってしまった。その他九月二十日から二十一日にかけて埼玉県秩父市の大陽寺宿坊にてゼミ合宿を行った。
　今年度の成果と反省をふまえ、次年度は年度当初に二年生、
三年生、四年生 れぞれのゼミでの研究の達成目標を各自設定し、それにしたがって効果的な学習や研究発表をしていっ ほしい。また今年度は春学期 テキスト講読、秋学期が個人発表に充てられたが、次年度は年間を通じて テキスト講読と発表を並行 て行う予定である。













した。古代インド社会、文化を概説したものであり、かつ英語の講読と言うことでこれを選んだのである。途中からは担当者を決めずに、訳させることにした。こ ほか は研究発表と卒論指導がゼミ活動の柱である。前者については、三年生の段階から卒論を視野に入れた内容を要求するべきであると感じた次第である。後者 卒業論文については、四年生を「卒論指導」
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として別扱いとし、ゼミへの出席を義務づけなかった。できるだけ早い時期にテーマを発見すること、そしてそれについて教員との討論を通して深く掘り下げることを要求 た。卒業論文は早くから取り組んだ者 そうでない者との差が出たことは言うまでもない。二部は卒論が選択科目であ から、履修者が激減していることは問題である。
　「インド地誌」も昨年度に続いて実施した。これはメンバー
が任意に選んだ州、都市等についての情報を最大限収集して報告するというものである。充実した発表が多かったが、ウェブ情報の扱いや発表態度につ ては、よりきめ細かい指導 必要である。 また、後期からはテーマを自由に設定してのディスカッションを取り入れた。ゼミ活動への活発な参加を期待してのこ であったが、運営を学生に せるなどの工夫が必要であろう。












を使用し、学生が和訳を順番に行った。ゼミ生は各自の割り当て箇所の予習を確実に行って授業中発表してくれたので、授業はスムーズに進んだ。また秋学期は、それぞれのテーマで個人での研究発表を行った。二、 三年生のテーマはマンダラ、インドや日本の仏像、仏教の世界観、仏教建築など仏教の美術や文化が中心であった。また四年生は卒論テーマとして「アメリカ仏教」 「中論研究」 「近代日本仏教と社会福祉」などを選び、中間発表および卒 提出後の報告を行った。
　授業以外の行事としては、親睦会（食事会）を数回行ったほ
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